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(57)【要約】
【課題】　寝返りの有無の検知、ベッドからの落下検知
、又は無呼吸若しくは過呼吸の検知を、従来と比較して
簡素なシステム構成で、従来よりも正確になし得る寝床
看護システムの提供。
【解決手段】　照射波と反射波の位相差を検知するドッ
プラーセンサー１と、タイマー２と、照射波と反射波の
位相差及び時間から看護対象の動作時間、動作速度、及
び看護対象の動作方向を導く検波部３と、看護対象の動
作速度、及び看護対象の動作方向から看護対象の動作周
期、及び動作量を導く演算手段４と、ドップラーセンサ
ー１、検波部３、及び演算手段４から与えられた情報か
ら看護対象の異常を検知して報知指令を出力する信号処
理部５と、報知指令を受けてアラームを発する報知手段
６を備え、信号処理部５は、呼吸検知手段７と、寝返り
検知手段８と、落下検知手段９を備える寝床看護システ
ム。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照射波と反射波の位相差を検知するドップラーセンサー（１）と、時間を計るタイマー
（２）と、照射波と反射波の位相差及び時間から看護対象の動作時間、動作速度、及び看
護対象の動作方向を導く検波部（３）と、看護対象の動作速度及び動作方向から看護対象
の動作周期及び動作量を導く演算手段（４）と、ドップラーセンサー（１）、検波部（３
）、及び演算手段（４）から得た情報から看護対象の異常を検知して報知指令を出力する
信号処理部（５）と、報知指令を受けてアラームを発する報知手段（６）を備え、
　信号処理部（５）は、呼吸検知手段（７）と、寝返り検知手段（８）を備え、
　呼吸検知手段（７）は、安静呼吸状態を含む人の呼吸を反映した動作周期、動作量、規
定時間、及び動作欠落時間を含む呼吸に関する基準情報を有すると共に、
　看護対象の動作周期に基づき、基準情報に含まれた人の呼吸を反映した動作周期の範囲
内であり、且つ当該動作周期がその動作周期の範囲で規定時間以上継続している看護対象
の動作を呼吸候補として選択する手段と、
　看護対象の呼吸候補の動作周期が安静呼吸状態の呼吸を反映した動作周期の範囲である
ことと、看護対象の動作量が安静呼吸状態の呼吸を反映した動作量の範囲にあることを満
たすことを以って安静呼吸状態と判断する手段と、
　安静呼吸状態が検出されない時間を計測し安静呼吸状態が動作欠落時間以上検出されな
かった時に報知手段（６）に対しアラームの発生を要求する報知指令を出力する手段を備
え、
　寝返り検知手段（８）は、
　寝返りを反映した動作速度、動作周期、及び動作量、並びに、動作欠落時間、及び動作
継続時間を含む寝返り時の基準情報を有すると共に、
　看護対象の動作時間内に複数の動作速度、複数の動作周期、又は複数の動作量が混在し
ていることの要件を満たすことを以って看護対象の動作を呼吸以外の体動又は体位変化と
判断する手段と、
　看護対象の動作が前記呼吸以外の体動又は体位変化と判断する要件を満たすことと、看
護対象の動作速度又は動作周期が寝返りを反映した動作速度又は動作周期の範囲にあるこ
とと、看護対象の動作量が寝返りを反映した動作量の範囲にあることと、看護対象の動作
時間が寝返りを反映した動作継続時間の範囲にあることの要件をみたすことを以って看護
対象の動作を寝返りと判断する手段と、
　寝返りが動作欠落時間以上検出されなかった時に報知手段（６）に対しアラームの発生
を要求する報知指令を出力する手段を備えることを特徴とする寝床看護システム。
【請求項２】
　信号処理部（５）は、呼吸検知手段（７）と、寝返り検知手段（８）と、落下検知手段
（９）を備え、
　前記落下検知手段（９）は、
　寝床からの落下を反映した動作方向、及び動作量を含む落下時の基準情報を有すると共
に、
　看護対象の動作が前記呼吸以外の体動又は体位変化と判断する要件を満たすことと、看
護対象の動作量が寝返りを反映した動作量を超えることの要件を満たすことを以って看護
対象の動作を落下と判断する手段と、
　落下と判断された時に報知手段（６）に対しアラームの発生を要求する報知指令を出力
する手段とを備えることを特徴とする前記請求項１に記載の寝床看護システム。
【請求項３】
　信号処理部（５）は、呼吸検知手段（７）と、寝返り検知手段（８）と、落下検知手段
（９）を備え、
　前記落下検知手段（９）は、
　寝床からの落下を反映した動作速度、動作方向、及び動作量、並びに動作継続時間を含
む落下時の基準情報を有すると共に、
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　看護対象の動作が前記呼吸以外の体動又は体位変化と判断する要件を満たすことと、看
護対象の動作量が寝返りを反映した動作量を超えることの要件を満たすことを以って看護
対象の動作を落下と判断する手段と、
　看護対象の動作が上記落下と判断する要件を満たすことと、看護対象の動作速度が寝床
からの落下を反映した動作速度の範囲であることと、看護対象の動作時間が寝床からの落
下を反映した動作継続時間の範囲にあることの要件を満たすことを以って看護対象の動作
を急落下と判断する手段と、
　落下と判断された時に報知手段（６）に対しアラームの発生を要求する報知指令を出力
する手段とを備えることを特徴とする前記請求項１又は請求項２のいずれかに記載の寝床
看護システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、寝床における存否、体動、及び体位変化（以下体位変化等と記す）を監視す
るシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、寝床看護システムは、褥創の予防、ベッドからの落下検知、又は呼吸の検知を目
的として行われる。
　寝たきり高齢者が褥創を発症すると、組織の壊死、感染症などにより、高度な治療が必
要となる場合があり、これが悪化すると死に至る場合もある。
【０００３】
　また、施設では、ベッドからの落下事故が多く、骨折などの重篤な状態ともなる場合も
発生し、骨折部位によっては、救急対応が必要な場合があるにも関らず、落下状態のまま
、発見されるまで放置される場合もある。寝たきり高齢者や無呼吸症候群患者などにあっ
ても、呼吸停止を長時間放置されることにより死に至ることから、落下や呼吸停止の早期
発見は、人の命を護る上で極めて重要な問題である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２７６４４３号公報
【特許文献２】特開２００４－２０１７５８号公報
【特許文献３】特開２００７－１５５４９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　褥創予防には、体位変化（寝返りを含む）が重要である。
　一般的には、寝たきり高齢者の寝床上における体位変化等を検知して一定間隔以内に体
位変化等が無い場合にアラームを発し、看護・介護者が寝返り介助を行なうことで褥創を
予防する。
【０００６】
　しかしながら、施設では人手不足から、在宅では介護者の負担軽減のため、自律的に寝
返りができた場合には定期的な寝返り介助を行なわず、一定時間以上寝返りがない場合な
どのみアラームを発し、寝返り介助を行なう方法が望ましい。
　高齢者が就寝中の場合には、寝返り介助により高齢者を頻繁に起こすことになりＱＯＬ
が低下するとの見方もある。従って、どの程度の頻度で寝返り介助を行なうかと同様に、
誤報又は誤検知の発生が、寝返り介助を増加させ、又は怠らせる点で、介護者と被介護者
双方にとって大きな問題となる。
【０００７】
　寝返りを検知する従来の手法として、枕、マットに設置された圧力センサー、赤外線セ
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ンサー、加速度センサー、又はジャイロセンサーによる動作検知などが用いられてきたが
（例えば下記特許文献２参照）、これらでは、頭や手を動かしたのみでも反応する場合が
あり、寝返り（褥創の予防となるような大きな体位変化）を正確に検知できない。
【０００８】
　ベッドからの落下を検知する従来の手法として、ベッド上、或いはベッド下に設置した
マットセンサー（感圧センサー）あるいは、ベッド柵に設置した赤外線センサーなどが用
いられていたが、立ち上がりなどの場合の誤検知や、マットセンサーが無い位置への落下
による無検知が生じる場合がある。また、マットセンサーでは体位の推定ができないと言
う問題もある。
【０００９】
　呼吸を検知する従来の手法としては、ベッド上に設置したマットセンサーにより呼吸に
よる微細な圧力変化を検知する手法、バイタルセンサーを胸に貼付し、又はシールに電極
を埋め込み、心拍と共に呼吸を検知する手法（例えば下記特許文献１参照）、或いはドッ
プラーセンサーにより呼吸の周期を監視するなどの方法が採用されていた。
【００１０】
　バイタルセンサーではメンテナンスが難しいという問題や、身体に装着する必要がある
という問題があり、ドップラーセンサー（１０ＧＨｚシングル出力）で、動作速度のみ検
知する従来の看護システムでは、動作方向がわからないため、周期的検知がなされても、
それが呼吸に伴う往復運動であるか否かを正確にとらえることすらできず、看護として極
めて不正確なものにならざるを得ないという問題があった。
【００１１】
　本発明は上記実情に鑑みてなされたものであって、直行検波により位相から動作速度及
び動作方向を導くと共に、その情報から導かれる種々の情報及びその組み合わせから、呼
吸の検知、寝返りの有無の検知、又はベッドからの落下検知を、従来と比較して簡素なシ
ステム構成で、従来よりも正確に判定し得る寝床看護システムの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するためになされた本発明による寝床看護システムは、照射波と反射波
の位相差を検知するドップラーセンサーと、時間を計るタイマーと、照射波と反射波の位
相差及び時間から看護対象の動作時間、動作速度、及び看護対象の動作方向を導く検波部
と、看護対象の動作速度、及び看護対象の動作方向から看護対象の動作周期、及び動作量
を導く演算手段と、ドップラーセンサー、検波部、及び演算手段から与えられた情報から
看護対象の異常を検知して報知指令を出力する信号処理部と、報知指令を受けてアラーム
を発する報知手段を備えたものである。
【００１３】
　看護対象の動作速度及び動作方向は、直交検波により単位時間における位相差及びその
進み又は遅れから導く。
　看護対象の動作速度は、ドップラーセンサーの照射波と反射波の位相差を受け、単位時
間当たりの位相差が被計測物体の速度に比例することを利用して導く。
　直交検波による動作方向の検出は、例えば上記特許文献３に示す如く、照射波をｆｓ１
、反射波をｆｏ、送信波を９０度遅らせたものをｆｓ２とし、そこから、検波出力として
、２系統ＩＦ１，ＩＦ２（ＩＦ１＝｜ｆｓ１－ｆｏ｜、ＩＦ２＝｜ｆｓ２－ｆｏ｜）を導
きＩＦ１と、ＩＦ２の位相関係を比較することで移動方向を判断するものである。
　ここで、動作方向とは、ドップラーセンサーに対しその指向線に沿って遠近に相当する
方向（以下遠近方向と記す）である。
　動作周期とは、動作方向が変化する周期であり、動作量とは、検波部で導いた看護対象
の動作速度をその動作時間で積分した値である。従って、その方向は動作速度の方向に等
しいものとなり、動作方向が変化すれば、その変化時点から新たに動作量が計測される。
　異常とは、報知指令を発する要件を全て満たした状態を指す。
【００１４】
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　信号処理部は、呼吸検知手段と、寝返り検知手段と、必要に応じて落下検知手段を備え
る。
　呼吸検知手段は、安静呼吸状態を含む人の呼吸を反映した動作周期、動作量、規定時間
、及び動作欠落時間を含む呼吸に関する基準情報を有し、前記基準情報に照らして、看護
対象の動作の動作周期に基づき人の呼吸を反映した動作周期の範囲内であり、且つ当該動
作周期がその動作周期の範囲で規定時間以上継続している看護対象の動作を呼吸候補とし
て選択する手段と、看護対象の呼吸数を表す看護対象の呼吸候補の動作周期が安静呼吸状
態の呼吸を反映した動作周期の範囲であることと、看護対象の動作量が安静呼吸状態の呼
吸を反映した動作量の範囲にあることを満たすことを以って安静呼吸状態と判断する手段
と、安静呼吸状態が検出されない時間を計測し安静呼吸状態が動作欠落時間以上検出され
なかった時に報知手段に対しアラームの発生を要求する報知指令を出力する手段とを備え
る。
【００１５】
　呼吸に関する基準情報の動作欠落時間には、看護対象の命が危険とならない程度の時間
を設定することが望ましい。
　呼吸候補の選択要件は、安静呼吸状態では、他の動作が混在する場合が少なく、周期は
略一定であることに基づく。
　安静呼吸状態の判断は、呼吸数（動作周期）とそれに伴う胸又は腹の振幅で行なう。
【００１６】
　寝返り検知手段は、寝返りを反映した動作速度、動作周期、及び動作量、並びに動作欠
落時間、及び動作継続時間（動作断続時間を含む。以下同じ。）を含む寝返り時の基準情
報を有し、看護対象の動作時間内に、複数の動作速度、複数の動作周期、又は複数の動作
量が混在していることの要件を満たすことを以って看護対象の動作を呼吸以外の体動又は
体位変化と判断する手段を備える。
　呼吸以外の体動又は体位変化には、頭部、胴体、及び四肢の動きが関連することから、
遠近異なる動きの混在、鈍敏異なる速さの混在、又は異なる動作周期の混在が見られる場
合が多いことによる。
【００１７】
　また、看護対象の動作が呼吸以外の体動又は体位変化と判断する要件の全てを満たすこ
とと、看護対象の動作速度が寝返りを反映した動作速度の範囲にあることと、看護対象の
動作周期が寝返りを反映した動作周期の範囲にあることと、看護対象の動作量が寝返りを
反映した動作量の範囲にあることと、看護対象の動作時間が寝返りを反映した動作継続時
間の範囲にあることの要件の全てをみたすことを以って看護対象の動作を寝返りと判断す
る手段を備える。
【００１８】
　更に、異常を検出する手段として、寝返りが動作欠落時間以上検出されなかった時に報
知手段に対しアラームの発生を要求する報知指令を出力する手段とを備える。
　寝返り時の基準情報の動作欠落時間には、看護対象が褥創とならない程度の時間を設定
することが望ましい。
【００１９】
　落下検知手段は、寝床からの落下を反映した動作速度、動作方向、及び動作量、並びに
動作継続時間を含む落下時の基準情報を有し、看護対象の動作が上記呼吸以外の体動又は
体位変化と判断する要件の全てを満たすことと、看護対象の動作方向が一方向へ継続する
時期を含むことと、その際の看護対象の動作量が寝返りを反映した動作量を超えることの
要件の全てを満たすことを以って看護対象の動作を落下と判断する手段を備える。
【００２０】
　呼吸以外の体動又は体位変化と判断する要件を求めるのは、落下は、それらの延長線上
にあるからである。また、落下の際には、遠方へ寝床上の動きを超えた動作量の動きが生
じるので、当該動きを検知して落下の判断を行うものである。
【００２１】
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　更に、落下の態様を判別する手段として、看護対象の動作が落下と判断する要件の全て
を満たすことと、看護対象の動作速度が寝床からの落下を反映した動作速度の範囲である
ことと、看護対象の動作時間が寝床からの落下を反映した動作継続時間の範囲にあること
の要件の全てを満たすことを以って看護対象の動作を急落下と判断する手段を備える。落
下判断の要件に加えて、落下速度と、落下所要時間に照らして急激な落下を判断するもの
である。
　落下と判断された時に報知手段に対しアラームの発生を要求する報知指令を出力する手
段とを備える。
【００２２】
　上記基準情報の例を挙げると、以下の通りである。
　呼吸候補を選択されるに要する動作周期の継続が求められる規定時間は、約５回から約
１０回分の呼吸に要する時間から定めることが望ましいが、それ以上でも良い。
　安静呼吸状態の呼吸を反映した動作周期の範囲は、約３秒から約５秒であり、
　安静呼吸状態の呼吸を反映した動作量の範囲は、約５ｍｍから約２０ｍｍであり、
　安静呼吸状態の動作欠落時間は、約３０秒であり、
　安静呼吸状態の動作速度と判断する範囲は、約５ｍｍ/秒から約２０ｍｍ/秒である。
【００２３】
　寝返りを反映した継続時間は約２秒以上であり、
　寝返りを反映した動作欠落時間、即ち、寝返りの未検出により報知手段に対しアラーム
の発生を要求するまでの規定時間は、約１８０分である。
【００２４】
　寝床からの落下を反映した動作速度の範囲は、約５０ｍｍ／秒以上であり、
　寝床からの落下を反映した動作継続時間は、滑り落ちについては約１０秒以上であり、
　寝床からの落下を反映した動作継続時間の範囲は、急落下については約０．５秒以上約
１０秒未満である。
【００２５】
　尚、ここで、呼吸、寝返り、又は落下を反映した動作速度、動作方向、若しくは動作時
間、又は動作周期、若しくは動作量とは、呼吸、寝返り、又は落下の各々について、それ
らの動作に伴う動作速度、動作方向、若しくは動作時間、又は動作周期、若しくは動作量
又はそれに相当する情報であり、人の呼吸を反映した規定時間とは、呼吸候補などを選択
する際に呼吸の動作周期の継続状態の適切な判定に要する時間として定めた時間又はそれ
に相当する情報であり、呼吸、又は寝返りを反映した動作欠落時間とは、それらの動作が
欠落することにより問題が生じる時間又はそれに相当する情報であり、寝返り、又は落下
を反映した動作継続時間とは、それらの動作に要する時間又はそれに相当する情報である
。上記いずれの処理においても、人体で生じ得ない動作速度や動作周期はノイズとして取
り扱う。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明に依る寝床看護システムによれば、照射波と反射波の位相差と時間から、ドップ
ラーセンサーに対する遠近方向への動作速度と時間を検知すればよく、設置すべき設備も
比較的簡素なものとなる。また、それらの設備から得た動作速度と時間のみから、比較的
簡単な演算を以って的確な判断を導くことが可能となり、寝たきり高齢者、無呼吸症候群
患者などの呼吸をモニタすることが可能となる。それによって、生命の安全を確保するこ
とができることはもとより、褥創防止し、ベッドからの落下を早期に検知して救助するこ
とにより、決め細やかな看護が可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明による寝床看護システムの実施の形態をベッドに寝床を設けた例に基づき
図面を示しつつ説明する。
　本発明による寝床看護システムは、照射波と反射波の位相差を検知するドップラーセン
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サー１と、時間情報を出力するタイマー２と、検波部３と、看護対象の動作速度、及び看
護対象の動作方向から看護対象の動作周期、及び動作量を導く演算手段４と、検波部３、
演算手段４、及びタイマー２から与えられた情報から看護対象の異常を検知して報知指令
を出力する信号処理部５と、報知指令を受けてアラームを発するスピーカーや電話端末等
の報知手段６から構成する（図１参照）。
【００２８】
　本実施の形態では２４ＧＨｚ帯直交検波のドップラーセンサーを使用する。
　本実施の形態におけるドップラーセンサー１は、送信部及び受信部を備える。
　送信部は、正弦波（以下照射波と記す）を照射し、受信部は、それらの反射波を受信す
る。
【００２９】
　ドップラーセンサー１は、寝床の高さより上位、例えば、天井や壁面（斜め下向き）の
上位等に設置し、ベッドを使用する場合にあっては、それに加えて、寝床の高さと床面と
の間、例えば、壁面（斜め下向き）の下位に設置すればよい。
　本実施の形態では、天井における寝床中央の真上に、寝床及びその周囲を検知範囲とし
たドップラーセンサー１を下向きに設置する（図２参照）。
【００３０】
　本実施の形態における検波部３は、ドップラーセンサー１の照射波と反射波との位相差
及びタイマーから得た時間から、寝床を使用する看護対象の動作時間、動作速度、及び動
作方向を導き出力する。
【００３１】
　本実施の形態における演算手段４は、検波器３から得た看護対象の動作速度、動作方向
、及び動作時間から看護対象の動作周期、及び動作量を導く。
　また、本実施の形態における信号処理部５は、これら看護対象の動作速度、動作方向、
及び動作時間、並びに、動作周期、及び動作量からなる実測情報を受けてメモリーに記録
保持すると共に、人の呼吸、体動、若しくは体位変化等を判断する為に組み合わせ保持す
る基準情報と実測情報を比較して看護対象の状態を判定する。
【００３２】
　本実施の形態における信号処理部５は、これらの情報を処理する手段として、呼吸検知
手段と、寝返り検知手段と、落下検知手段とを備える。尚、床に直接寝床を取る場合には
、落下検知手段を持たない構成としても良く、落下検知手段の有無に関わらず、呼吸検知
手段の処理と、寝返り検知手段の処理は、いずれを先に行なっても良い。
【００３３】
　〔呼吸検知手段〕
　本実施の形態における呼吸検知手段は、安静呼吸状態を含む人の呼吸を反映した動作周
期、動作量、規定時間、及び動作欠落時間からなる呼吸に関する基準情報が設定されてお
り、これらの基準情報と実測情報との比較から安静呼吸状態、過呼吸状態、又は無呼吸状
態（それ以外）に分別して判断する。
　本実施の形態における呼吸検知手段には、呼吸候補選択手段、呼吸数算出手段、安静判
定手段、過呼吸判定手段、及び呼吸警告手段を備え、人の呼吸を反映した動作周期、及び
動作量として、安静呼吸状態の動作周期及び動作量と、過呼吸状態の動作周期及び動作量
からなる呼吸に関する基準情報が設定されている。
【００３４】
　本実施の形態における呼吸候補選択手段は、前記基準情報に照らして、演算手段４で算
出した看護対象の動作の動作周期が、基準情報に含まれた人の呼吸を反映した動作周期の
範囲内であり、且つ当該動作周期が当該基準情報の規定時間以上継続している動作を呼吸
候補として選択する（図３参照）。人の呼吸の動作は、相反する方向への動作が交互に行
なわれ、且つ継続的に行なわれることによる。
【００３５】
　本実施の形態における呼吸数算出手段は、演算手段４で算出した看護対象の動作周期か
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ら看護対象の呼吸数を導くものである（図４参照）。
　本実施の形態における安静判定手段は、呼吸数算出手段で導いた呼吸数を安静呼吸状態
における基準情報から導かれる呼吸数と比較して、検知した看護対象の呼吸数が基準情報
から導かれる呼吸数の範囲にあることと、検知した看護対象の動作量が、安静呼吸状態の
呼吸を反映した動作量の範囲にあることを満たすことを持って安静呼吸状態と判断する（
図４参照）。
【００３６】
　本実施の形態における過呼吸判定手段は、呼吸数算出手段で導いた呼吸数を過呼吸状態
における基準情報から導かれる呼吸数と比較して、検知した看護対象の呼吸数が過呼吸状
態における基準情報から導かれる呼吸数の範囲にあることを満たすことを以って過呼吸状
態と判断する（図５参照）。
【００３７】
　尚、本実施の形態における呼吸候補となる看護対象の動作は、安静呼吸状態の呼吸を反
映した基準情報の動作周期が３秒から５秒に設定されており、過呼吸状態の呼吸を反映し
た動作周期が３秒未満に設定されている。一方、安静呼吸状態の動作量にあっては、ドッ
プラーセンサー１と看護対象の身体が正対した場合を重視して５ｍｍから２０ｍｍに設定
されており、過呼吸状態の呼吸を反映した動作周期が１５ｍｍから３０ｍｍに設定されて
いる。看護対象が横向きに寝る場合に配慮して、その下限を１ｍｍから４ｍｍに設定する
ことも可能である。また、本実施の形態では、動作周期から呼吸数を導く処理を経たが、
動作周期を呼吸数に見立て、動作周期のままで判定処理を行っても実質的には同じである
。
【００３８】
　本実施の形態における呼吸警告手段は、安静呼吸状態が検出されない時間をタイマー２
で計測し、安静呼吸状態が動作欠落時間以上検出されなかった時に、報知手段６に対し、
アラームの発生を要求する報知指令を出力するものである（図５参照）。尚、呼吸に関す
る基準情報の動作欠落時間は、看護対象の生命に危険の無い範囲、即ち、３０秒に設定さ
れている。
【００３９】
　〔寝返り検知手段〕
　本実施の形態における寝返り検知手段は、寝返り候補選択手段、寝返り判定手段、及び
褥創警告手段を備え、人の寝返りを反映した動作速度、動作周期、及び動作量、並びに、
動作欠落時間、及び動作継続時間からなる寝返り時の基準情報が設定されている。
　これらの基準情報と実測情報との比較から呼吸以外の体動、体位変化、又は寝返りに分
別して判断する。
　そして、寝返りが検出されない時間をタイマー２で計測し、寝返りが一定時間検出され
なかった時に報知手段６に対しアラームの発生を促す報知指令を発する（図８参照）。
【００４０】
　本実施の形態における寝返り候補選択手段は、看護対象の動作時間内に複数の動作速度
、複数の動作周期、又は複数の動作量が混在していることの要件を満たすことを以って、
検知した看護対象の動作を呼吸以外の体動又は体位変化（寝返り候補）と判断する（図６
参照）。
　呼吸以外の体動又は体位変化は、手の可動量や頭部の可動量等、動作方向が不連続に変
化し、その体動又は体位変化に応じて比較的広い範囲の動作速度、動作周期の範囲、及び
動作量が看護対象の動作期間に分布し得ることによる。
【００４１】
　また、本実施の形態における寝返り判定手段は、検知した看護対象の動作が呼吸以外の
体動又は体位変化と判断する要件を満たす寝返り候補の中から、検知した看護対象の動作
速度が寝返りを反映した動作速度の範囲にあることと、検知した看護対象の動作量が寝返
りを反映した動作量の範囲にあることと、検知した看護対象の動作時間が寝返りを反映し
た動作継続時間の範囲にあることの要件の全てをみたすことを以って看護対象の動作を寝
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返りと判断する（図７参照）。
【００４２】
　呼吸以外の体動又は体位変化と判断され、更に寝返りと判断するに要件の設定根拠は以
下の通りである。
　寝返りは、相応の時間を要する非継続的な動作であり、上記呼吸以外の体動又は体位変
化の要件の全てを満たすことに加えて、その動作速度が一般的に呼吸の動作速度よりも速
い範囲であり、且つ、寝返りは平坦な寝床上での回転を伴う動作であって、寝床上で人体
の最も薄い姿勢と厚い姿勢を体現するものであるから、その動作量が手の可動量や頭部の
可動量等の体動時における動作量（約２５から約１００ｍｍ）を超えるものの落下を伴う
までには至らない範囲であることの要件を満たすことが必要である。また、落下と判断す
る基準情報としての動作量は、ドップラーセンサーの設置状況によっても異なり、例えば
、ドップラーセンサーの取付位置が、側壁面など寝床の真上に無い場合には、取付角度か
ら落下距離を算出し基準情報として用いればよい。
【００４３】
　また、寝返りは寝床上での回転を伴う動作であることから、その進行方向は少なくとも
一回変化することに鑑み、寝返りと判断する要件として、看護対象の動作周期が寝返りを
反映した動作周期の範囲にあることを加重した構成としても良いし、又は検知した看護対
象の動作速度が寝返りを反映した動作速度の範囲にあることとする要件と入れ替えた構成
としても良い。
【００４４】
　更に、本実施の形態における褥創警告手段は、寝返りが検出されない時間をタイマー２
で計測し、寝返りが動作欠落時間以上検出されなかった時に報知手段６に対しアラームの
発生を要求する報知指令を出力するものである。
【００４５】
　尚、本実施の形態において寝返りを反映した動作継続時間は２秒以上であり、寝返りを
反映した動作欠落時間、即ち、寝返りの未検出により報知手段６に対しアラームの発生を
要求するまでの猶予時間は、１８０分以上である。
【００４６】
　〔落下検知手段〕
　本実施の形態における落下検知手段は、落下判定手段、急落下判定手段、及び落下警告
手段を備え、寝床からの落下を反映した動作速度、動作方向、及び動作量、並びに動作継
続時間からなる落下時の基準情報が設定されている。
　これらの基準情報と実測情報との比較から寝床からの看護対象の落下、及びその落下態
様の判断を滑り落ち、急落下、又は検知範囲以外の落下に分別して行う。
　落下と判断した場合には、報知手段６に対しアラームの発生を促す報知指令を発する。
【００４７】
　本実施の形態における落下判定手段は、検知した看護対象の動作が呼吸以外の体動又は
体位変化と判断する要件を満たす寝返り候補の中から（図６参照）、その際の看護対象の
動作量が寝返りを反映した動作量を超えることの要件を満たすことを以って看護対象の動
作を落下と判断する（図９参照）。動作量の要件の根拠は、看護対象の動作方向がドップ
ラーセンサーから遠方へ寝床までの距離を超えて継続して遠ざかる落下時期を含むことに
よる。
【００４８】
　また、本実施の形態における急落下判定手段は、看護対象の動作が落下と判断する要件
の全てを満たすことと、看護対象の動作速度が寝床からの落下を反映した動作速度の範囲
であることと、看護対象の動作時間が寝床からの落下を反映した動作継続時間の範囲にあ
ることの要件を満たすことを以って看護対象の動作を急落下と判断するものである（図９
参照）。
【００４９】
　更に、本実施の形態における落下警告手段は、落下と判断された時に報知手段に対しア
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　落下と判断した場合において、更に、急落下の判断を伴う場合と伴わない場合とで、異
なる報知指令を出力する様に構成してもよい。
　更に、落下と判断した場合において、以後照射波と反射波の位相差の検知が成されなく
なった場合には、落下した位置が寝床から離れた箇所であるとして、その判断結果に則し
た報知指令を報知手段へ出力する構成としても良い。
【００５０】
　尚、本実施の形態における寝床からの落下を反映した動作速度の範囲は、５０ｍｍ／秒
以上であり、
　寝床からの落下を反映した動作継続時間は、滑り落ちについては１０秒以上であり、
　寝床からの落下を反映した動作継続時間の範囲は、急落下については０．５秒以上１０
秒未満である。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明による寝床看護システムの一例を示すブロック図である。
【図２】本発明による寝床看護システムの実施態様例を示す（Ａ）：正面図、（Ｂ）：側
面図、及び（Ｃ）：平面図である。
【図３】本発明による呼吸検知手段（呼吸候補選択手段）の処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図４】本発明による呼吸検知手段（呼吸算出手段及び安静呼吸手段）の処理の一例を示
すフローチャートである。
【図５】本発明による呼吸検知手段（過呼吸判定手段）の処理の一例を示すフローチャー
トである。
【図６】本発明による寝返り検知手段（寝返り候補選択手段）の処理の一例を示すフロー
チャートである。
【図７】本発明による寝返り検知手段（寝返り判定手段）の処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図８】本発明による寝返り検知手段（褥創警告手段）の処理の一例を示すフローチャー
トである。
【図９】本発明による落下検知手段の処理の一例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５２】
　　１　ドップラーセンサー，２　タイマー，３　検波部，４　演算手段，
　　５　信号処理部，６　報知手段，
　　７　呼吸検知手段，８　寝返り検知手段，９　落下検知手段，
 



(11) JP 2012-5745 A 2012.1.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 2012-5745 A 2012.1.12

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】

【図９】



(13) JP 2012-5745 A 2012.1.12

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０１Ｓ  13/50    　　　Ａ          　　　　　

(72)発明者  池谷　薫
            富山県富山市大泉１５８３番地　株式会社立山システム研究所内
(72)発明者  後藤　眞二
            神奈川県横浜市都筑区佐江戸町８１４番地　株式会社タウ技研内
Ｆターム(参考) 4C038 VA04  VA20  VB01  VB31  VC20 
　　　　 　　  4C040 AA17  AA18  BB06  GG15 
　　　　 　　  4C117 XA04  XB04  XC02  XD40  XE30  XE52  XE64  XG47  XJ45  XN06 
　　　　 　　  4C341 JJ03  LL06  LL10  LL30  MS22 
　　　　 　　  5J070 AB24  AC02  AC06  AE09  AF01  AH34  AK14 



专利名称(译) 床护理系统

公开(公告)号 JP2012005745A 公开(公告)日 2012-01-12

申请号 JP2010146045 申请日 2010-06-28

[标]申请(专利权)人(译) 立山系统实验室
牛头技研

申请(专利权)人(译) 有限公司馆山系统实验室
牛头有限公司技研

[标]发明人 佐藤知正
久保肇
池谷薫
後藤眞二

发明人 佐藤 知正
久保 肇
池谷 薫
後藤 眞二

IPC分类号 A61B5/11 A61B5/00 A61G12/00 A61G7/05 G01S13/50

FI分类号 A61B5/10.310.A A61B5/00.102.A A61B5/00.102.C A61G12/00.Z A61G7/04 G01S13/50.A A61B5/11 
A61G7/057 G01S13/58.A G01S13/58.200

F-TERM分类号 4C038/VA04 4C038/VA20 4C038/VB01 4C038/VB31 4C038/VC20 4C040/AA17 4C040/AA18 4C040
/BB06 4C040/GG15 4C117/XA04 4C117/XB04 4C117/XC02 4C117/XD40 4C117/XE30 4C117/XE52 
4C117/XE64 4C117/XG47 4C117/XJ45 4C117/XN06 4C341/JJ03 4C341/LL06 4C341/LL10 4C341
/LL30 4C341/MS22 5J070/AB24 5J070/AC02 5J070/AC06 5J070/AE09 5J070/AF01 5J070/AH34 5J070
/AK14

其他公开文献 JP5456599B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种床护理系统，该系统比过去具有更简单的系统
配置，能够比过去更准确地检测翻身的有无，检测从床中掉下来或检测
到呼吸暂停或呼吸过快。 解决方案：用于检测照射波和反射波之间的相
位差的多普勒传感器1，计时器2，根据照射波和反射波的相位差和时间
来护理对象的操作时间，操作速度和操作方向。 从多普勒传感器1，检
测单元3，操作单元4，以及从被护理物的操作速度和操作方向引导被护
理物的操作速度和操作量的操作单元4给出。 信息处理单元5包括：信号
处理单元5，其基于所接收的信息检测护理对象的异常并输出通知命令；
以及通知单元6，其响应于该通知命令而输出警报。 包括护理装置8和跌
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